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簡単な行動

難しい行動

Step by step!!

地球温暖化

持続可能な社会

今日からはじめる省エネ行動
持続可能な社会を目指して

学習の流れ

※本プログラムは、環境省「低炭素型の行動変容を促す情報発信（ナッジ）等による家庭等の自発的対策推進事業」
における受託

たく

事業「生活者・事業所・地域社会の「三方良し」を実現する日本版ナッジモデルの構築」の一環
かん

であ
る「学校における省エネ教育プログラムの開発・実証」として実施

し

されるものです。

本授業では、環境問題と日常生活のかかわりに気づき、日常生活の中で自分ができること、家族でできることを

選択
たく

し、自ら実践
せん

できるようになることを目的としています。よりよい生活の実現と持続可能な社会を目指して、

工夫してみましょう。
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	 とは、地球の未来を守り、地球

環境を保全するとともに、わたしたち一人ひとりが幸せを

実感できる生活を営み、将来につなげていくことができ

る社会のことです。現代に暮らすわたしたちには、快適

で安全、健康だけでなく、地球環境に配慮した生活とそ

れを支える地域社会を目指すことが求められています。

	 、空気や水質の汚染、エネルギー資源

の不足など、地球環
かん

境の問題が心配されています。生き

ていくためにわたしたちは、エネルギーや水を使い、ご

みを出します。毎日の暮らしの中で、わたしたちが環境に

どれだけ気をつけられるかが大切です。

省エネ行動とは
　「省エネ」とは、「省エネルギー」の略語です。電気
やガス、水などのエネルギーや資源を使うときはむだ
のないように使う、という考え方です。
　省エネは、使っていない家電製品のスイッチを切る
など、家庭や学校でできることや、機器の効率向上
や仕組みの改善など、いろいろな方法があります。
　わたしたちが問題意識を持って一つひとつの省エ
ネに取り組むと、家庭や社会全体で大きな効果が得
られます。
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シートを
記入しよう！ 5分 ■ 本テキストに氏名を記入しよう

■ 「メーター記録シート」に氏名を記入しよう

電気、ガス、水道メーターの数値を読み取り、記録する

家の中でさまざまなエネルギーを使用していることに気づく

電気、ガス、水道の使用量は、各住戸のメーターで計測されている
ことを知る

家の電気・ガス・水道のメーターを読もう

電気 ガス 水 石油
（灯油・
　ガソリン）

エネルギーの種類

見つけたところに
〇をつけよう！

私たちが使っているエネルギー1

電気やガスなどのエネルギーの恩恵
けい

を受けて、便利になっていくわたしたちの暮らし。

どのようなところで、どのようなエネルギー（電気・ガス・石油・水）が使われているのかを探してみましょう。
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